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1 建物の耐震化と家具等の転倒防止の重要性
　死者 6,400人余、負傷者約43,800人の大惨事となった阪神・淡路大震災。亡くなった方の
80％以上は建物の倒壊等によるもので、ケガをした方の半数近くは家具の転倒によるものでした。

3 自主防災活動の重要性
災害発生の際は、行政による緊急対応には
限界があります。実際、阪神・淡路大震災で
被災者の救出・救助に当たったのは、80％近
くが近所や家族の方でした。
自主防災活動に積極的に参加して、災害に
強い地域づくりを進めましょう。（25ページ参
照）

2 被害者をただちに助けることの重要性
阪神・淡路大震災では、死者のうち発生か
ら15分間で約 60％の方が、また、約 6時間
で約 86％の方が亡くなっています。
いざという時のために、地域の防災訓練等
に積極的に参加して、救出・救助や救急救命
法を体得しておきましょう。（24ページ参照）

阪神・淡路大震災からの 3 つの教訓

避難所の神戸市民840人の聞き取り調査（％）（ 平成7年2月神戸市消防局調査）
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死亡時間別死者数（阪神・淡路大震災の死者の分析）
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出典：「神戸市内における検死統計」（兵庫県監察医 平成 7 年） （平成 7 年 2月神戸市消防局調査）
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わが家での安全な暮らしのために
　○昭和 56 年 5 月以前の木造住宅は、すぐに市役所に相談を

無料の耐震診断や補助金の制度があります。（８ページ参照）
　○家具等の転倒防止をしよう（９ページ参照）

個人で出来ない場合、業者に依頼することができます。
その時は、まず市の危機対策課に相談して下さい。

　○「家庭内 DIG 地震がきてもわが家で暮らす方法」でチェックしましょう。（21〜23ページ参照）
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　想定される南海トラフ巨大地震による静岡県沿岸を襲う津波は東日本大震災の津波に比べ場
所によってはより早く、津波が到達することが予想されます。
　そのため「地震だ、津波だ、すぐ避難！」を市民１人１人が肝に銘じ訓練を通じて体でおぼえ
ることが重要です。

ー東日本大震災の津波で多くの尊い命が失われた理由は？ー
　東日本大震災では、15,800人以上の尊い命が失なわれ、その 90%以上が津波によるもの
でした。国は岩手、宮城、福島 3県の沿岸地域で避難所等に避難した870人を対象にアンケー
ト調査「平成 23 年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）」を行いました。
　その調査結果は南海トラフ巨大地震で大きな津波被害が予想される本県にとって多くの教訓
が読み取れます。

1 地震の揺れがおさまった後の避難行動（複数回答）

揺れがおさまった直後にすぐ避難した＝A：直後避難

揺れがおさまった後、すぐには避難せずなんらかの行動を終えて
避難した＝B：用事後避難
揺れがおさまった後、すぐには避難せずなんらかの行動をしてい
る最中に津波がせまってきた＝C：切迫避難

避難していない（高台など避難の必要がない場所にいた）
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1％

2 避難行動パターンと津波との遭遇の関係

安全に避難するには早期避難が重要である

途中で津波が迫り体がぬれたりした

津波に巻き込まれ流された

津波に巻き込まれなかった

その他

津波に遭っていない

3 避難したきっかけ（複数回答）

家族または近所の人が避難しようと言ったから

大きな揺れから津波が来ると思ったから

津波警報を見聞きしたから

その他

近所の人が避難したから

48％

20％

16％

16％

15％

大きな揺れから津波の襲来を察知して避難した人が多いが、
地域における避難の呼びかけや率先避難が避難を促す要因となる

東日本大震災からの教訓
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